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同時開催

三 島 由 紀 夫 文 学 館
M i s h i m a  Y u k i o  L i t e r a r y  M u s e u m

〒401-0502　山梨県南都留郡山中湖村平野 506-296　TEL 0555-20-2655　FAX 0555-20-2656
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転生する詩的宇宙
開館 20 周年記念企画展

～ 21 世紀文学としての MISHIMA ～
会場：徳富蘇峰館 企画展示室（三島由紀夫文学館隣接）

会　場 三島由紀夫文学館 展示室
主　催 山中湖文学の森 三島由紀夫文学館

山中湖村教育委員会
監　修 井上 隆史・山中 剛史（三島由紀夫文学館研究員）

10:00 ～ 16:30（最終入館 16:00）
月曜（祝祭日の場合は翌日）・資料点検日（不定期）

大人 500 円　高校・大学生 300 円　小・中学生 100 円　未就学児 無料
＊三島由紀夫文学館・徳富蘇峰館 共通チケット
＊障がい者割引で半額、団体割引で 50 円引き
＊団体割引対象は 10 名以上

開 館 時 間
休 館 日

入 館 料

www.mishimayukio.jp info@mishimayukio.jp
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10:00 ～ 16:30（最終入館 16:00）
月曜（祝祭日の場合は翌日）・資料点検日（不定期）

三 島 由 紀 夫 文 学 館 M i s h i m a  Y u k i o  L i t e r a r y  M u s e u m

〒401-0502　山梨県南都留郡山中湖村平野 506-296 文学の森公園内
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開館20周年記念企画展

徳富蘇峰館 企画展示室（三島由紀夫文学館隣接）

同時
開催 ここで見つかった資料たち

開館20周年記念特集展

「詩を書く少年」として出発した三島由紀夫。小説家、劇作家としての
三島由紀夫の核心には、常に「詩」がありました。館所蔵の詩稿を展示し、
三島文学の原点としての「詩」に光をあてるとともに、21世紀の世界文
学としてのMISHIMAの可能性を「詩」の観点から世界に発信します。

～21世紀文学としてのMISHIMA～ 三島由紀夫文学館展示室内

開館以来、三島文学史上貴重な資料の数々が、ここ山中湖村を拠点として
二十年にわたり整理・研究されてきました。今回は、山中湖村で新たに見
出された資料に光をあて、三島文学における意義を考えます。
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三島文学の唯一の公営文学館。直筆原稿、創作・取材ノート、書簡、絵画、肖像写真、著書、研究書、翻訳書、初出誌、
映画・演劇資料等を所蔵、展示。2階閲覧室では、図書、雑誌等の閲覧、レファレンス、コピーサービスも行っております。

開館時間
休館日
入館料金

Tel Fax Mail

大人 500 円　高校・大学生 300 円　小・中学生 100 円　未就学児 無料
＊障がい者割引で半額、団体割引で 50 円引きです。学生証・障がい者手帳をご提示ください。
＊団体割引は 10 名様以上が対象です。事前にご予約いただくとスムーズです。

▲三島の書斎を再現 ▲99 冊の初版本たち

＊2階閲覧室のご利用はお電話かメールにて事前にご連絡ください。館内でのご飲食、写真・映像の撮影はご遠慮いただいております。

URL

館
長
　
佐
藤 

秀
明

会　場

▲オリンピック取材ノート (1964)
三島が東京オリンピックを取材したと
きのノート。スポーツにも関心を寄せ
ていた三島の心の躍動が伝わります。

▲文学館活動を伝えるメディア
文学館を拠点とした活動の成果を伝え
るメディアの数々。未発表資料の整理・
発表のたびに注目を集めました。

会　場

《路線バス》富士山駅から 25 分／御殿場駅から 40 分　「文学の森公園前」バス停で下車し、公園内徒歩 10 分
《高速バス》中央高速バスで「旭日丘バスターミナル」下車し、国道沿い徒歩 15 分
《マイカー》山中湖 I.C. から国道 138 号を御殿場方面へ 4km （駐車場あり）

交通アクセス

オリジナルグッズや
書籍の販売もあります！
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開館20周年記念フォーラム
三島由紀夫を語り合うトークイベント！

山中湖文学の森 情報創造館 研修室会　場

《申込み方法》必要事項を明記のうえ、三島由紀夫文学館までご応募ください。
《必要事項》 ①ご住所　②お名前　③電話番号・FAX 番号　※参加者全員分を明記
《締切日》電子メール・FAX の方：10/12まで　往復ハガキの方：10/05必着

:

特別講演
高橋 睦郎

（詩人）

パフォーマンス
田村 一行・小田 直哉

（大駱駝艦 舞踏家）

13 20　16 30:~

水

日

日

1000
参加費

円《　　　》


